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1.は じめ に
新 しい市場へ の参 入は、企業 の成 長 におけ る最 も重要 な戦 略課題の1つ で あり、市場参 入
の タイ ミング は ビジネス成 果 に影響 を及 ぼす重 要 な変数 で あ る.(Sudharshan1995;伊丹
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市場 参入順位 とビジネス成果 に関す る数 多 くの実 証研 究(計 量モデル 分析 、メ タ分析)に
おいて、先発優位性 が支持 されてい る(KalyanaramandUrban1992;中村 ・杉 田1995;Robin-
sonandFornell1985;Szymanskietal:1995';Urbanetal.1986;VanderwerfandMahon1997)
一方 、.消費者の知覚お よび選好 にお ける先発 ブ ラン ドの優位性 につ いて論 じてい る主 な研3u
と しては、CarpenterandNakamoto(1989)2,}9rdeseta1.(1993)aAlpertandKamins(1995)4
などが挙 げ.られ る。
しか し先発優位性 に関す る先 行研究 においては、主 に 「市場参入順位(orderofentry)」へ
重 点が置かれてお り、先発 ブラ ン ドに対す る消 費者 の認知構造 に関す る体系 的な分析 はあ ま
り行 なわれて こなか った と思 われ る。 また先行研究 では 、伝統的 な分類 カテゴ リー(製 品 力
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テ ゴ リー)の 枠 内で先 発優位性 が論 じられてお り、単一...CJqC.カテゴ リー を越 えたカテゴ リー
横 断型(ク ロス ・カテゴ リー)に よる消費省購買 行動の傾向 が高 ま.ってい る今 日の市場環境
において 、消費者 の ブラン ド選好 および購買意思決 定プ ロセスを的確 に捉 えきれない側面 が
存在 す ると考 え られる。
本稿 で は、 この よ うな問題 意識 に基づ き、先 発ブ ラン ドに対す る消 費者 の認知構造 につ い
て、特に スキーマ ・べ一スの観 点 を中心 と して、概 念的 フレームワークお よび.命題 を提示す
る。
2.消費者の知識構造に関する理論
(1)カテ ゴ リー化(categorization)
カテゴ リー化 とは、複 数の事物 どう しや事 象 ど うしを1つ の範瑠 に ま とめ ることであ り、
まとめ られた ものの集合 がカテゴ リーとなる.(Ashcraft200$SmithandMedin1981;)。消 費者
が.カテ ゴ リー化 を行な う基本原理 と して は、認知 的経 済性(cognitiveeconomy)、外部世 界
に対す る把握 ・解釈が容 易になることなどが考 えら.れる(Rosch1978)。す なわ ち、カテゴ リ
ー化 によ り、消費者 は最 小の認 知的努力 で最 大の情報 を獲得 ・解 釈す る ことが可能 とな り、
外 部世.界の現 象をよ り構造的 に把握す るこ.とがで きるので ある。
購 買意思決定 プロセスにおけ る消 費者の情報処理 の方 法 と しては、iii自 身の内部 に形
成 された知識 を巾心 と して行 なわれ る内部探索 と、製 品 ・サー ビスに関す る外部情報 を中心
と した外部探索が存在す る。カテゴ リー化は、特 に消 費者 が内部探 索 を行 なう際 に用 い られ
る認知活動の7.つであ ると考 え られる。
の 古典的概念=定 義的特徴(definingfeature)
カテ ゴ リー化 に関 す る初 期 の研 究 は 、 カテ ゴ リー には その カ テ ゴ リー を定 義す る特 徴
(definingfeature)が存在す るとい う考 え方に基づいてい る。す なわち、あるカテゴ リーに属
す る成員 と属 さない成 員 との間 には、定義 的特徴 の有無 に よる明確 な境.界が存在 す るとい う
捉 え.方で ある(BartonandKomatsu1989;Bruneretat,1956)。Bruneretal,(1956)は、人間
が世界の様 々な現象 を的確 に判別 .・理解す るために カテゴ リーteが行 なわれる とし、それ は
入間の行動 におけるパ ラ ドクスの一種で あると指摘 して い る。彼 らは、.カテゴ リ.一化を、人
間が外部世界の様 々な対 象 を判別す るため に、 もの ごとをグル ープ分 けおよび分類 する認知
活動 として捉 えてお り、定義的特徴 に基づいて対象 を特 定化(identify>するプ ロセスを通 じ
てカテゴ リー化 が展開 され ると論 じてい る。
伝統 的な分類基準 と.しての製品 カテゴ リー(taxonomicalproductcaCegory)は、製品の物
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mar,;属性 も しくは機 能 に基づ いて分類 されてお り、定義 的特徴.によるカテゴ リー化の古典 的
概 念 に依拠 してい ると考 え られ 翫 しか し、定義 的特徴 を規 定 す る基準 その も.のにつ い て
様 々な議論 が行 なわれて お り、 さらに定義 的特徴 を見つ け られ ない概念 がかな り存在す るこ
とが問題点 と して指摘 されてい る(BarEonandKomatsu1989;Ester.2003;SmithandMinda
zooo)
2>..…グ・.レード化 されたカテ ゴリ.一.田.(graded.sirueture.inca4egories)..{..プロ.ト.タイプ
グ レー ド化 され たカテ ゴ リー概念 において は、最 も.典型性(typicality)の高い成 員であ る
プロ トタイプを中心 として、家族的類 似性(familyresemblance)にしたがってカテゴ リー ・
メンバーが構成 されてい ると考 えられている(RoschandMervis1975;Smithetal.,1974)。
購買意思決定(ブ ラン ド選択)プ ロセスにお ける消 費者 のカテ ゴ リー化 において も、.グレ
ー ド化 され た構造 は存 在 して いる と考 えられ る。た とえば、製品 カテゴ リーの中には、カ テ
ゴ リーを代表す る最 も典 型的 なブ ラン ドか ら消 費者 にあま り認 知 され ていない弱小 ブ ラン ド
に至 るまで、多様 な ブラン ドが存在 してい る。CarpenterandNakamoto(1989)は、 ある製
品 カテ ゴ リーにお ける製品の属性 が.不明確 な場合 、先 発 ブラ ン ドが 当該 カテゴ リーのプ ロ ト
タイプとして知覚 され、消 費者の選好 が先発 ブラン ドの方ヘ シ フ トして い くこ とを、実験 結
果に基づ いて示 している。
3)目的志向 カテゴ リー(goal-derivedcategory)
目的志 向 カ テ ゴ リーは 、 目的 に よって形 成 され るカテ ゴ リーの こ とで あ り、Barsalou
(1983>によって提起 され た概念 である。Barsalou(1983,1985)5は、 目的 ・状況 に応 じて ア
ドホ ックに形成 され るカテゴ リー.を「ア ドホック ・カテゴ リー(adhoccategory)一1として定
義 してお り、 しか しア ドホ ック ・カテゴ リーにおいて 達,グレー ド化 され た構造 が存在 す ると
主張 してい る。彼 はまた、 目的志向 カテゴ リーにおけ るカテゴ リー ・メンバ ーの典型性 へ影
響 を与 える重要な要因の1つ と して、消 費者 の 目的と関連す る理想(ideals)を挙げてい る。
またHuffmanandHouston(1993)は、 目的志 向カテ ゴ リーの観 点 に基づ き、消 費者 の カ
テゴ リー知識形成の プロセスについて論 じてお り、IlagozziandDholakia(1999>は、消 費者
の購 買におけ る目的の役割 、 目的 ・目標の設定 、追求 、達成 に関す る概念 的整理 を行 なって
いる。 さらにHuffmanetal.(2003)は、消 費者の購買 目的 の構造 を説明す るモデル と して 、
「Having-Doing-Being」の階層構 造.モデルを提示 している。
一方Russelletal.(1999)は、消費者の クロス ・カテゴ リーa買 意思決定 における考慮集 合
の形 成、 カテ ゴ リー学 習 につい て検 討 を行 なって お り、'1'hompeon(2003)は.ポス トモ ダ
ン ・アプローチの視点か ら、 目的志向 カテ ゴ り一に基づ い た消 費者の消費行動 について論 じ
ている。
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(2)意味 記憶(semanticmemory;)
ColonsandQuillian(1969)は、意昧記憶 を説 明す る理論モ デル として 「意味 ネ ッ1・ワー
ク ・モデル」 を提起 し～実験 に よってその検 討 を行 なって い る。意味 ネ ッ トワーク ・モデル
においては、各概念 が1つ の ノー ドと して表現 されて お り、それぞれの概念 ノー ドは、 カテ
ゴ リーの包 含関係 に基づいて階層的 に体系化 され、 リンクで結合 してネ ッ トワークを形 成 し
て いると考 え られている。 さらにTulving(1972.)は、.人間 の長期 記憶fに は、 より..一般 的 な
知識の 記憶 であ る 「意味記憶 ・.(semanricmemory)」.=・ア.と個 人的 な経験..・.エピソー ドに関 連す
る 「エ ピソー ド記憶(episodicmemory)Jが存在す ると述べてい る。
表1意 味記憶 とエピソー ド記憶
区分特性 意味記憶 エ ピソー ド記憶
表現 される情報のタイプ 一般的知識、事実 特定の出来事、事物、人
記憶の体制化の タイプ
ス キ ー マ
カ テ ゴ リ ー
時系列的(時 間)
空間的(場 所)
主な情報源 繰 り返 された経験 ・学習 個 人的経験 ・エ ピソー ド
主な焦点 客観的真実性;外部世.界 主観的真実性:自 己
(出典)ISilving(1972),Cohen(1989)の内 容 を参 考 に作 成
他7iKeller(1998>は、意味 ネ ッ トワー クの概 念 を応 用 した 、ブ ラン ド連 想 ネ ッ トワー
ク ・モデルを提示 し、ブ ラン ド知識の構成次 .元と して 「ブ.ラン ド認知」 と 「ブ ラン ド ・イメ
ー ジ」 を挙げ、ブ ラン ドの知識構造について論 じてい る。
(3)スキーマ(schema)
一般 にスキーマとは、外界 を理 解す る認識 の枠 組み、特定の対 象に対 す る一般 化 され た知
識構 造、心 的表象の集合体 として定義 され てい る(Ashcratt2002;Kant1787;川崎1985)。ス
キーマは、Kant(1787)eによって提起 され 、BartleU(1932)が認知心理学の分野へ導 入 した
概.念で ある(Rumelhart1980)。Bartlett(1932>は、事象が認知 ・記名 され る際 、体系化 され
た過去の経験 と知識に強 く影響 され ることを指摘 し、その よ うな働 きを.表す概 念 と して、 「ス
キ ー.マ」概念 を用い てい る。その後.スキー マ概念 は 、知覚 プ ロセス(Neisser1976)、記憶
(RumelhartandOrtony1977)、言 語理 解(GraesserandNakamura1982)など様 々 研究 分
野へ応用 されてい る。
一..一tJ、消費者行動研究 において は、.スキ ーマ概念 をカテ ゴ リーと関連づ け、消 費者の情報
処 理お よび購買意思決 定について検 討 を行 なっている研 究がい くつ か報告 されてい る(清 水
1999)。た とえばMandler(1982)は、既存 のカテゴ リーに関す るスキ ーマ と新 たな情報(刺
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激)と の.一・致度(congruity)によって消 費者 の情報 処理お よび評価判断 が異 な ることを示 し
てい る。す なわ ち、カテゴ リー ・スキーマ と新た な情報(刺 激)の スキーマ との問 に適度 な
不一.一致(moderateincongruity)が存在す る場合 は、 ピース ミール ・ベースの情報処理 が行.わ
れ 、既存 の カテ ゴ リー ・スキー マと新た な情 報の.スキ ーマが一致 す る場 合(schemacon-
gruiry/)は、カテゴ リー ・ベースの情報処理 が行 われ るとしてい る。 またFlskeandPavelchak
(1986>は、購買意思決定プ ロセスにおいて消費者 は、.カテゴ リー ・モー ドとピース ミール ・
.モー .ド.を.結びつ けた2段 階の情報処理 を行な.っ.ている.と主張 し、.第1段階.ではカテゴ リー ・ベ
ースの情 報探索 が行なわれ 、第2段 階 では既 存の カテ.ゴリー ・ス.キー マ との一致 ・不一致 に
よ り、一致 した場合 には既存 の カテゴリー ・スキ ーマを用いた情報処理 が行 なわれ 、....一致 し
ない場合 には、 ピースモ ール ・ベースの情報処理 が行 なわれ ると説明 して いる。 さらにLevy
andTybout(1989)は、適度 なスキーマ不一致 が生 じる場合の方 が、極端 なスキーマ不一 致
が生 じる場合 とスキーマがr致 す る場合に比べて 、消 費者 の情報処理努 力お よび選好 が高 く
なる傾 向が存在す ることを、実験結果に基づ いて論 じてい る。
他方 、PeterandOlson(1996,2002),仁科(2001)などは、「プ ロダク ト ・スキーマ」、「ブ
ラ ン ド ・スキーマ」 といった概 念 を用いて、製品 ・ブ ラン ド戦略 におけ るスキ ーマ概念理 解
の重要性 を強調 してお り、新宅(1998)は、戦略策 定にお ける認識 の枠組 み を説明す る概 念
として、「戦略 スキーマ」 とい う概念 を用 いて いる。
青木(2001)は、マーケテ ィングにお ける過去 と現 在の ブラ ン ド研究 を概 観 したうえ、ブ
ラン ド論 における.今後の研 究課題 として、 ブラン ド知識の構造 的な側面 、 ブラン ドに よるカ
テゴ リー知識の形成 な どを挙げてい るが、 スキーマ概.念は、それ らの研究 において用 いられ
る重要 な概 念の1つ で あると考 えられ る。
3。先発ブラン ドに対する消費者の認知構造
(1)カテ ゴ リー と先 発 ブ ラ ン ドの ス キ ー マ
先発優位性 に関する先行研究 においては、主 に 「市場参入順位(orderofeatery>」へ 焦点 が
当て られて お り、先 発ブ ラン ドに対す る消費者 の認 知構造 につ いて体系 的に分析 している研
究 は少なか ったと思 われ る。 そこで本項で は、.市場 におけ る先 発 ブラ ン ド固有 のスキーマ と
して、「パ.イオニア ・ステー タス」要因 と 「露出順位」要 因の2つ を取 り上げ、先発ブ ラン ド
に対す る消 費者の認知構.造に関する概念 的 フレームワークと命題 を提示す る。
命題1-1他 の条件 が...一定である場合 、あるカテゴ リー.にお ける先発 ブラ ン ド固有の スキーマ
として、「パ イオニア ・ステータス」要因 と 「露 出順位」要 因が存在す る。
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社会 的同一化理論(socialideatitytheory)によると、消費者購買行動 におけ る1つ の重要
な側 面 と して、 「理 想的 な 自己 イ.メー ジ(idealself-image)」もしくは 「自己概念(self-con-
cept)」とブラン ド選択行動 を同一化 しようとす る傾.向が存在す る(Kleinetal.1993;Markus
andRuvolo1989;Sirgy1982)。たとえば、「オ リジナル テ ィ」、「創造性」 といった概 念 は、人
間が求め る理想の.一種 であ り、消 費者は新 しい市場 を創造 した先発 ブラン ドに対 して 、「オ リ
ジナル」、「創造 的」で あるとい う信念 を有 していると考 えられ る。
一・方、典型性.(typicality)..に影響 を与 え.る要.因と.して は.、中心傾 向..・(centraltendency>、露
出頻 度(frequencyofinstandations)、馴染み(familiarity>、理想(ideals,)などが挙げ られて
い る(Rarsalou1985;DesaiandRatneshwar201〕3;McGlellandandChappel11998;Roschand
Mervis1975)。「パ イオニ ア ・ブ ラン ド」 とい うステータスと露 出順位(露 出頻度)に おけ る
先 発ブ ラン ドの優位性 は、カテゴ リー ・メ ンバ ー としての典 型性 にプ ラスの影響 を与 える と
思 われ る。 さらに、露出順位 ・露出頻度 におけ る先発 ブラン ドの優位性 は、消 費者の ブ ラン
ド想起 にプラスの影響 を与 えると考 えられ る9。
図1先 発 ブラン ドに対 する消 費者 の認知構造1カ テ ゴ'リー に お ける
先発 ブラン ド固有 のスキーマ
パ イオニア ・
スTｰタ ス
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命題i-z先 発 ブラン ドが有 してい る 「パ イオニ ァ ・ステータス」 は、消費者 の信念 、 カテゴ
リー ・メンバ ーと しての典型性 に正の影響 を与 える。
命題1-3先 発 ブラン ドの 「露出順位」 にお ける優位性 は、消 費者 の ブラ ン ド想起 、カテゴ リ
ー ・メンバー と しての典型性 に正の影響 を与 える。
一方、典型性と消費者選好との間にはブラスの相関関係が存在することが多くの先行研究
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において示 されてい る(NedungadiandHatchinson1985;LokenandWard1990;Desaiand
Ratneshwar2003)。したが って、先 発 ブラ ン ドが有 してい る 「パ イオニア ・ステー タス」要
因 と 「露出順位」要因 は、消費者 の ブラン ド態度 、ブ ラン ド想起 、ブラン ド選好 にプ ラスの
影響 を与 えると考 えられ る。
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命題2先 発ブランドが有 している消費者の信.念、典型性における優位性は、消費者のブ ラ
..ンド態度に正の影響を.与え..る.。.....................
命題3他 の条件 が一定の場合 、先 発 ブラ ン ドは消費者 の ブラ ン ド態 度、 ブラン ド想起 、 ブ
ラン ド選好において優位性 を もつ。
(2>カテ ゴ リー構 造(categorystructure)とス キ ー マ の 一致 ・不 一 致
市場 の形成期 にお いては、カテ ゴ リーニ ーズを喚起 す るために、1社 あるい ば少 数の企 業
が製品 カテ ゴ リーを消 費者 に学 習 させ る努 力 を行 なう。 さらに市場 が成長 す るにつれ 、企 業
と消 費者 の相 互作 用を通 じた市場 の多様化 ・細分化 が進み、企業 間競 争 もよ り激 し くな る。
すなわ ち、市場の進化 とともに 、当該製 品カテ ゴ リーには階 層構造が形成 されて い く(Alba
andHutchinson1987;Rosaetal.1999)。そ うい ったプ ロセ.スにおいて消 費者 は、既存 のカテ
ゴ リー ・スキーマ との一致 ・不 一致 に基づ いた情報処理 および購 買意思決定 を行 なうことが
考 えられ る(Staymanetal.1992)。
図2:消 費者の情 報処 理 とスキーマの一致 ・不一致
E許 マ・・a.一コ
亟 ■匿=平朔
[互≡.
□..・い・キ=-
(出典)Stayman,D.M、,D.L.Alden,andK,H.Smith(1992),"SomeHffecVo.lSchemaficPrQc錦slngonConsumer
H.X}ICCY3G。nsandDisiroafirrttatlonJudgemenh"JounaalojConsumerRes｢arcN,Vot.19,p.244航に 械
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?〜
「
?
カテゴ リーの階 層構 造.をスキーマの.....致・不....・.致度の観点 か ら捉 える際 、基本 カテゴ リー
か らサブ ・カテゴ リーへ の変化は 、適度 なスキ ーマ不一致(moderateschemaincongruity>、
..r.位カテ ゴ リーか らサ ブ ・カテゴ リー.への変化 は極 端な スキーマ不一 致(extremeschema.
incingruity)、同 カテゴ リー ・レベル での変化 はスキーマの一 致(schemacongruity)が生 じ
るとして考 えることがで きる(AlbaandTiu[chineon1987>。また、適度 なスキーマ不一致 が
生 じる場Anの方が 、スキーマが.....敷す る場合 やスキーマ不...・致が極端 な場合 に比 べて、消費
者 の情 報処理 努 力 お よび選好 が よ り高.まる ことが先行.研究.に..お.いて示 され てい る(Man-
dler1982;LevyandTybout1989>。
図3ス キーマ不一致 と消費者 の評価
消費者の評価
一 一 一 一一 一 一 〉 ス キ ー マ不 一 致
(山典)N[nndler(1982)levya｢dTybout(1989)のNi容を元 に 筆 者 が 作 成
たとえば、 日本の ビール市場 にお けるアサ ヒ ・スーパ ー ドライ、韓 国のキ ムチ冷蔵庫市場
におけ るウ ィニ ア ・デ ィムチ ェの成 功事例 は、伝統 的 な分類 カテゴ リー(製 品 カテゴ リー)
においては後 発ブ ラン ドで あって も、新 しいサブ ・カテゴ リーを創造 し、新 しく形成 され た
サ ブ ・カテゴ リーにおけ る先発優位性 を享受す ることによ り、競争優位 を構 築 した典型的 な
例で あると考 え られ る。
.命題4新 しいサブ ・.カテゴ リーを創造 した先発 ブラン ドは、 同 カテゴ リーにお ける後 発ブ
ラン ドに対 して、消 費者 のブ ラン ド選好 における優位性 を もつ 。
(3)目的志 向 カ テ ゴ リー とス キ ー マ
目的 をベ ースと した消 費者の購買意 思決定 プロセスにおいて は、使用状況や文脈 によるカ
テゴ リー表象の フ レキ シビ リテ ィが生 じ、伝統 的 な分類 カテ ゴ リー(製 品 カテゴ リー)に よ
る捉 え方で は説明 しきれない側面 が存Vii:すると思われ る。 た とえば成 熟市場において は、特
定の消費者 ニーズ を満 たす ために複数の製 品カテゴ リーが共 存 して いる場合 が多い(Rosaet
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al.1999;ViswanathanandChilderslee9)。Rosaetal,(1999)は、「製品一市場」 productmar-
ket)は「製品 カテゴ リー」 とは異 なる概念で あり、企業 と.消費者の相 互作用 による社会的認
知 システ ムによって形成 され てい くと して いる。 また時 間の経 過 とともに、製 品カテ ゴ リー
の境界 がよ り曖昧(fuzzy)とな り、単....・製品 カテゴ リーを越 えたカテゴ リー横 断型の 「製品一
市場」へ と進化 してい くと論 じてい る。
先 発優位性に関す る先行研究 において は、消費者 の考慮集合 、選択集 合 におけ る先 発 ブ ラ
ン ドの優位性 が取 り..ヒげ られてい る(Kardesetal,1993;..Alpeftand.Ramins1995)。しか し、
単 一...・製品 カテゴ リー を越 えた クロ.ス・.カテゴ リー化(目 的志 向 カテゴ リー)が 生 じる場合 、
ある製品 カテ ゴリーにお ける先 発 ブラン ドが、必ず しも競争優位性 を享受す る とは限 らな い
と思われ る。新 しく形成 され た 目的志向 力.テゴ リーには、伝統 的 な分類 カテゴ リー とは異 な
るカテゴ リー ・スキーマが形成 され るためであ る。
したがって、伝統 的な分類 カテゴ リー(製 品 カテゴ リー)に おいて は後発 ブ ラン ドで あっ
て も、新 しく形成 された 目的志 向 カテ ゴ リーにおいては、先発 ブラン ドも しくはよ り典型 的
なブ ラン ドとして消 費者 に知覚 され、考慮集合 ・選択集合 にお け.る優位 性 を構築 す ることが
可能 となると考 えられ る。
命題5伝 統 的な分類 カ テゴ リー(製 品 カテ ゴ リー)に おいては後 発ブ ラ ン ドで あ って も、
目的志向 カテゴ リーにお ける先 発ブ ラン ドとしての優位性 を構築 す ることが可能 で
あ る。
4.お わ り に
本稿 では、カテゴ リー化、意味 記憶 、 スキ ーマ概念 を中心 と して 、消費者 の知識構造 に関
す る概 念tdl理を行な ったうえで、特に.スキ ーマ ・ベー スの観 点 を中心 に、先発 ブラン ドに
対す る消 費者 の認知構 造につ いて考 察 してみた。考察 の手順 と して は、まずカテ ゴ リーと先
発 ブラ ン ドのスキーマ を関連付 けた概 念的 フ レーム ワー クを提示 した うえ、 さらに カテゴ リ
ー構造 と 目的志 向カテゴ リーの視点 を取 り人れ た考察 を行ない、 そこか ら導 かれた問題意識
および知見に基づ き、命題 を提示 した。
.今後 の研 究課題 と しては 、 コンテ ィンジェ ンシー視点(消 費者の ミス ・バ ー セプシ ョン、
市場の特性、ポ ジシ ョニ ングな ど)を 取 り入れた実証研究 が考 え られ る。
一37一 …
先発ブラン ドに対する消費者の_IJ知構造
置注 】
1.市 場 参 入順 位(orderofmarketectry)とビ ジネ ス成 果 に 関 す る実 証研 究 を対 象 と して メ タ分 析 を行
な っ たSzymanskietal.(1995)の研 究 に よ ると 、市 場 参 人順 位 とビ ジネ ス成 果 との 問 に は正 の 柑 関
関 係 が存 在 す る こ と が判 明 され て い る.
2CarpenterandNakamoto(1989)は、仮 想 ブ ラ ン ド(6つ の コ ン ピ ュ ー タ ・ソ フ トウェ ア 、8つ の ダ
ウ ン ク イル ト)を 用 い た実 験 を行 な い 、 あ る製 品 カ テ ゴ リー に お け る製nnの属 性 が不 明確 な 場 合 、
先 発 ブ ラ ン ドが 当 該 製品 カ テ ゴ リ ーの プ ロ トタ イ プ と して 知 覚 され 、消 費 者 の ブ ラ ン ド選 好 に お け
る 優 位 性 を もつ こ と を実 証.して い ・る.。......・...................
3Kardesetal.(1993)は、18の仮 想 ブ ラ ン ド(チ ョコ レ ー ト ・バ ー)を 周 い た実 験 を行 ない 、消 費
者 の ブ ラ ン ド想 起 、 考慮 集 合 、 ブ ラ ン ド選 択 に お け る先 発 ブ ラ ン ドの優 位 性 を示 して い る。
4AipertandKamins(1995)は、560の消 費 者 パ ネ ル ・デ ー タ を用 い た実 証 研 究 を行 ない 、消 費 者 の
知 覚 、 記憶 、 態 度 に お け る 先発 ブ ラ ン ドの 優 位 性 に つ い て 論 じて い る。
5Barsalou(1985)は、 目的 志 向 カテ ゴ リー に お け る成 員 の 典 型 性 に 影響 を与 え る重 要 な要 因 の1つ
と して 、 目的 の追 求 に お け る理 想(ideals>を挙 げて い る。
6一 般 に 人 間 の 長 期 記 憶 に は 、 「宣 言 的 記 憶 」 と 「手 続 き的 記 憶 」 が存 在 す る と考 え られ て お り、Tal-
ving(1972>が論 じて い る 「意 味 記憶 」 と 「エ ピ ソー ド記 憶 」 は宣 言 的 記 憶 に含 まれ る。
7意 昧 記 憶 に関 す る理 論 モ デ ル と して は 、意 昧 ネ ッ トワ ー ク ・モ デ ル の 他 、 特 徴 比 較 モ デル 、活 性 化
拡 散 モ デル な ど が提 示 され て い る(川 崎2003)。
81nKant(1787,translatedin1990),"......Nowthisrepresentationofageneralprocedureoftheimag-
inationtopresentitsimagetoaconception,Icantheschemaofthisconception....theconception
alwaysrelatesimmediatelytotheschemaoftheimagioa60n,asamleforthedeteminationofouriutu-
ition,inwnformitywithacertaingeneralconception....Hencetheschemaisproperlyoilythe
phenomenon,orthesensuousconcep50nofanobjectinharmonywiththecategory.....Conse-
quentlp,thecategories,withoutschemata.aremere]ytunctioosoftheuoderstaodingfortheproduc-
bonofconceptions,butdonotrepresentanyobject_",..L記の 引 用 文 は 、61ペー ジか ら64ペ ー ジ ま
で の 内容 か らその 一 部 を抜 粋 した もの で あ る。
9露 出順 位 お よ び露 出頻 度 が、 消 費 者 の 記 憶 や ブ ラ ン ド想起 に 正 の 影 響 を与 え る こ とは 、Kardesetal.
(1993)の研 究 に お い て 実 証 され て お り、 その 哩 諭 的根 拠 と して は 、 単 純露 出 効 果(1£e2001)、ブ
ラ ン ドの 馴 染 み(McClellandandChappeln998)などが 考 え られ る、,
ζ参 考 文 献 】
Alba,j.W.andJ.W.Hutchinson(1987),ｰDimensiousofConsumerEkperGse,"Jousn｢dofConsumer
Research,Vo1.13,pp.4--一454.
Aipert,F.H.andM.A.Kamias(]995),"AnEmpiricalInvestigationofConsumerMemory,Attifnde,andPer-
ceptionatowardPioneerandFollowerBrands,"Journ｢lofM｢rketing,Voh59,pp.34-45.
青 木.'i`弘(2001)「消 費 者 行 動 研 究 と ブ ラ ン ド ・マ.ネ ジ メ ン ト:ブ ラ ン ド研 究 の 過 去 ・現(c・ 未 来 」 『マ
ー ケ テ ィ ン グ ・ジ ャ ー ナ ル 』Vol
.81,pp.47-61.
A曲craft,M.H,(2002),Cogn｢Gon,thirdedition,PrenticeHall..
gg_...
先発ブランドに対する消費者の認知構造
Bagozzy,R.P,andU.Dholakia(1999)"GoalSettingandGoalStrivingiuConeumerBehavior,"ノournalof
Marketing,Vol.63(SpecialIssue),pp.i9-32.
BarsaloqL.W.(1983),"AdhocCategory,"Memosy｢ndCognition,VoF.t/,No.3,pp.21]一227.
Barsalou,LW.(198,"ldeals,CentralTendeacy,andFrequencyoflnstanHationasDeterminantsofGrad
edStructureinCategories;,ノ∂π7πα1げ 鋤8河 鋸6螂 α'恥y誘010砂JL8σγ蛎 ㎎,Memory,andCognifdon,VoL
11,No.4,pp.629-654.
Bartlett,EC.(1932),Remembering:AStudyanExpndmentalandSoci｢IPsychology,CambridgeUniversi-
ty.Press(宇津 木 保.・辻.正三 訳.、...(.1983).....『想 起.の心 理 学.』..誠信 書 房).,.
Barton,M.E.andL.KKomatsu(1989),`DefiningIeaturesofNaturalKindsandArtifacts,"JournalofPsp
chodinguisticReseosch,Vol.18,No.5,pp.433-447.
Burner,J.S.,J.J.Goodnow,andG.A.Austine(1956),ASt｢adyofZ7adnkdng,NewYork:Wiley.
Carpenter,G.S.andK.Nakamoto(1989),`℃ollsu皿erPreferenceFormationandPioneeringAdvantage,"
ノburn｢lofMarketing1～esearch,VoL26,August,pp.285-298.
Cohen,G.(1958),MemoryintheRe｢/World,LawrenceErlbaumAssociates,
Cohen,],B.andK.Basu(1987),"A耽ernativesModelsofCate騒orizadon:towardaContingentProcessing
Framewok,"ノournalofConsumerRese｢rch,VoL13,pp.455-472.
Colfins,A.M.andM.RQui(]ian(/969),"RetrivalTimefromSemanRCMemory,"Journ｢70fVerbalLeorn-
ingandVerbalBehavior,Vol.8,pp.240-247.
Desai,KK.andS.Ralneshwar(2003),"ConsumerPerceptionsofProductVariantsPositionedonAtypical
Attributes,"ノournaloftheAc｢demyofMarketingSeaence,VoL31,No,1,pp.22-35.
Ester,L.(2003),'DomainDifferencesintheStructureofArtifactualandNaturalCategories,"Memory｢nd
Cognitdon,Vol.31,No.2,pp.199-214,
FSske,ST.andM.A.Pavelchak(1986),"Category-BasedversusPiecemeal-BasedAffectiveResponses:
DevelopmentsinSchema-TriggeredAffect,"inSorenfino,RM.andE.7.Higginsed.,Handbookof
Motioation｢ndCognition.
Graesser,A.C.andG.V.Nakamura(1982),`t'heImpactofaSchemaonComprehensionandMemory,"77ne
EsychalogyojLe｢rnfngandMotiv｢tion,Val.76,pp.59-109.
Huffmxn,C.andM.J.Houston(1993},"Coal…OrientedFxirerieocesandtheDevelopmentofKnowl-
edge,`journ｢lofConsumerRese｢rch,Vol.2Qpp.190…207.
Huffrnaa,C.,S.Ratneshwar,andD.G.Mick(2003),"ConsumerGoalStructuresandGoal-Determiuatiou
Processes:AnIntegrativeFramework,"inIEatneshwar,5,,D.G.Mick,andC.Iinffmaned.,,TheWhン
ofConsumption:Contempa>aryPerspectivesanConsumerMotives,Goals,andDesires,RouUedge.
伊 丹 敬 之(2003)『 経 営 戦 略 の.論理.』 巨 本 経 済 新 聞 社 。
Kalyanaram,G.andG.L.Urban(1992),"DynamicEffectsoftheOrderofEntryonMarketShare,TrialPen-
etrafionandRepeatPurchaseforFregneatlyPurchasedConsumerGooda,"MarketingScience,Vol.11,
rao.s,np.zss-zso.
tic,E.(1787)TheCritiqueojPureReason(h-aosletedfi-omt.heGermanbyMeiklejohneta1.1990),Ency-
clopaediaBritauica,lnc.
Kardes,F.RandG.Kalyanaram(1992),"OrderofEntryEffectsonConsumerMemoryandJudgment:An
一39一
?、?
」?
???
?
??「
?
??????」
????
??
?
?
?
?
???
?、?
「??
??
?
?
??
?
?
???
???
?「
??「
?
?「
?
????
?
?
?
??
、??」
、、???
?
??
??
?
?
??
????
?
????
????
?
先発ブランドに対する消費者の認知.構造
InformationIntegrafionPerspective,"ノourndlojMarketingResearchVol.26,pp,343-357.
Kardes,F.R.,G.Kalyanaram,M.C}tandrashekaran,andRJ.Lornoff(1993),'BrandRetrieval,Consid-era-
tionSe亡Composit孟on,ConsumerChoice.,andthePioneeringAdvantage,"ノouruadof(わπ∫κ吻 召7
Resea>ch.VoL2QJune,pp.675.
川 崎 恵 里 子(7985)「 第6章 記 憶 に お け る ス キ ー マ 理 論 .」『認 知 心 理 学 講 座2記 憶 と知 識 』 小 谷 津 孝 明
編 、 東 京 大 学 出 版 会 。
川 崎 恵 里 子(2003)「 第6章 長 期 記 憶n知 識 構 造 」 『認 知 心 理 学2記 憶 』 高 野 陽 太 郎 編 、東 京 大 学 出 版 会.
Keller,K.L.(1995),StrategicBendManagement-Euilding,MuasuringiandManag｢ngBrandEquity,Preo-
eceHall.
Kerin,$ILVardarajan,andR.Peterson(1992),"FirstMoverAdvantage:ASynthesis,ConceptualFra-
meworkandResearchPr(〕positions,"ノournalojMarket:ngVo!.56,No.4PP.33-52.
Klein,R.E.,S.S.Klein,andJ.B.Kernan(1993),"MundaneConsumptionandtheSelf:ASocia41denfltyPer-
apec6ve,'"ノourvealojConsumerPsychology,Vol.2,No.3,pp,209-235.
Lee,A.Y.(2001),"TheMereExpos｢reEffectAoUucertainryReductionExplauafionRevisited,ｰPersott一
｢1｢tyandSocaadPsychologyBulletin,Vol.27,No.1Qpp.1255-1266.
Lery,J.M.andA.M.Tyboat(1989),"SchemaCongruityasaBasisforProductEbaluation,"ノburnalojCon一一
sumerRese｢rch,Vol.16,pp.39-54.
LigaeM..(2000),"People,Products,andPursuits:ExploringtheRelationshipsbetweenConsumerGoals
andProductMeanings,"PsychologyandM｢rketing,Vol.17,No.11,pp.983-1003.
Loken,B.andJ.Ward(1990),"AlternafiveApproachestoUnderstandingtheDeterminantsofTypicaliry,"
ノourn｢lofConsumerRese｢rch,Vol.,17,pp.L11-1'L6.
Mandler,G.(]98'L),"TheStructuredValue:Accounting40rTxste;'inClarke,M.S.andS.'C.Niskeed.,
AffectandCogndtion:theT"AnnualCarnegieSymposium,pp.3-36.
Ivlarkus,H.andA.Rwolo(1989),'TossibleSelves:PersonalizedRepresentationsofGoals,"iuPervin,LA.
ed.,GoalConceptsinPersonalityandSocialPsychology,LawrenceErlbaumAssociates.
McClellaud,J.L.andM.Chappell(1998),"FamiliarityBreedsDifferentiafion:ASubjective-Likelyhood
ApproachtotheEffectsofExperienceinRecmgoitionMemory,ｰPsychologicalReveew,Vol.105,No.4,
pp.724-760.
森 敏 昭 ・井.L毅 ・松 井 孝 雄(2QO3)『 認 知 心 理 学 』 サ イ エ ン ス 社 。
中 村 博 ・杉 冊 善 弘(1995)「 日 本 の 消 費 財 に お け る 先 発 優 位 の 経 験 的 一 般 化 」 『マ ー ケ テ ィ ン グ ・サ.イエ
ン スrVoL3,No.】 .・z.pp.42-52。
Nedungadi,P.andJ.W.Hutchinson(1935),"TheYratypicatityofBrands:RelatlonshipswithBrand
Awareness,PreferenceandUsage,"Adv｢ncesanConsumerRese｢ych,Vol./L,pp.495-503.
Neisser,U,(1976),Cognition｢ndReality.W.H,FreemanandComuany(古崎 敬 ・村 瀬 曼.訳(1997)
『認 知 の 構 剛 サ イ エ ン ス社),
新 倉 貴 十(1995>「 消 費 者 情 報 処 理 研 究 の 新 展 開:カ テ ゴ リ ー 化 概 念 の 登 場 」 「マ ー ケ テ ィ ン グ ・ジ ャ ー
f7レ』Vol.58,pp.44-52D
仁 科 貞 文 編(2001)『 広 告 効 果 論:情 報 処 理 パ ラ ダ イ ム か ら の ア プ ロ ー チ 』 電 通 。
大 久 保 街 亜(2003)「 第4章 表 象 」『認 知 心 理 学:知 の ア 一ーキ テ ク チ ャ を 探 る 』 道 又 爾 他 、有 斐 閣 ア ル マ 。
一40一
先発ブランドに対する消費.者の認知構造
Pete;,J.P.andJ.C.Olsou(1996),Cons｢emerBehavinr,fourthediGoqIrwin.
Peter,J.P.andJ.C.01son(2002),ConsumerBehaoeor｢xidMarketdngStr｢tegy,sixthedition,McGraw-HilL
Ratneshwar,S,C.PechamanqandA.U.Shocker(/996),"Goal-DerivedCategoriesandtheAntecedents
ofAcross-CategoryCousiderafion,"ノournalo,`(7ansumer1～ese｢rch,Vol.23,pp.240-250.
Rettie,R.,S.Hilliar,andF.Alpert(2002),"PioneerBrandAdvantagewithUKConsumers;'Euyope｢nJour-
nalofMorketdng,Vol.36,No.7/8,pp.895-917.
Robinson,W.T.andC.Fornel](1985),"Sourcesc｣NTarketPioneerAdvantagesinConsumerGoods
.Indu.stfies∴ノaurn｢dofM｢rketingReseQrch,VoL22.Au£ust,pp..805-3.ユ7,
Rosa,J.A.,J.P.Poraq1.R.Spanjol,andM.SSaxon{1999),"SociQCOguitiveDynamicsinaProductMao-
kekｰJournalofMarketing,Vot.63(SpecialIssue},pg.64…77.
Rosch,E.(1978),'PrinciplesofCategorization,"inRosch,E.andB.B.Lloyded.,Cognition｢ndCategoriz｢tion,
LawrenceEdbaumAssociates.
Rosch,E.andC.B.Mervis(/975),"FamilyResemblances:StudiesintheInternalStructureofCateg-ories;'
CognitivePsychology,Vol.7,pp.573-605.
Rumelhart,D.E.(1980),"Schemata:TheBuildingBlocksofCognition,"inSpiro.R.J,B.C.Bruce,andW.
F.BrewerEd.,TheoreticalLssuesinReadingComprehension,LnwrenceErlbaumAssociates.
Rumelhart,D.E.andA.Ortony(197,"TheRepresentationofKnowledgeinMemory,"inAnderson,R
C.,R.J.SpirqandW.C.Montagueed.,3ckooling｢ndTheAcquisaDtonofKnowledge,IawrenceErlbaam
Associates.
Russell,G.L.,S.2ntneshwar.,A.D.Shocker,D.Bell,A.Bodapati,A.Degeratu,L.HiLderbratu,N.Kim,S.
Ramaswami,andV.H.Shankzr(1999),"Mn3tip7e-CategoryDecisionMaking:ReviewandSynthesis,`
MarketingLetters,Vol.10,No.3,pp.319-332,
新 宅 純 二 郎(1998>「 戦 略.ス キ ー マ の 相 互 作 用 ニ シ ャ ー プ の 事 業.展開 と 戦 略 策 定 の 参 照 点 」 『経 済 学 論 集1
(東 京 大 学)Vol.64,No.2,pp.2-za,.
清 水 聰(1999)『 新 しい 消 費 者 行 動 』.r倉 書 房 。
Sirgy,J.M.(1982),"Self-Concept孟nConsumerBehavior:ACri6catReview,"ノonrnalofConsumerBeh｢o-
eo;,Vol.B,November,pp.287-30U,
Smith,E:E,LJ.Rips.,andR.J.Shooen(1574),"SemartSeNYemoryandYaychologicalSemanfics;'TPoePsy
chologyajLearningandMativ｢tior,,Va夏.8,pP.i.一45.
Smith,.E,andD.L.Mediu(198/),CategoriesandConceps,HarvardUniversityPress.
S皿重th,..ll.aodJ.D.Minda(EOO〔1>,ThirtyC鶴e80rl冠ationRe6ultsinsearchofaModel,"ノournadofExper-
imentalYsychology:Learning,MemoryandCogndtian,Vol.2S,pp.3-27.
Shy皿an,DM.,D.hAlden,aadK.H.Smith(1.992)"Somee{fectaofSchematicProcessingonConsumei
駐xpectationsandDisconfirmationJudgements,JouvnalofCovasumerXese｢rch,Vol.19,pp.240-255.
Sudbars…han,D.(1995).MarketingStrategy:Relationshibs,Of}erings,T｢mingandResourceAllocation,
PrenficeHall.
杉 本 徹 雄 編(2003)『 消 費 者 理 解 の た め の 心 理 学 』 福 村 出 版 。
Sujan,M.andJ.RBettman(1959),`ｰCheEffectsofBrandPosi60aingStrategiesonConsumer'sBrandand
CategoryPercepflms:SomeInsightsfromSchemaReseazch;'jouraualofdl｢>ketdngResearch,Vol.26,
一41一
?
??
?
?
????
??
?
???
??
?
??
??
?
?
???
??
?
?」
??、
??
?
??
????
?「
?
???」
?
??
??
」?
???
???
??
「?、?「???
?、?、
「
先発ブラン ドに対する消費者の認知構造
PP.454-467.
Szymansld,D.,L.Troy,andS.Rharadwaj(1995),"OrderofF,nhyandBusuiessPerformance:MEmpri-
caLSynthesisandReexamination,"ノournalojMa>ketdng,Vol.59,No.4,pp.17-33.
高 野 陽 太 郎 編(2003)「 認 知 心 理 学2記 憶 』 東 京 大 学 出 版 会 。
Thopmson,C.J.(2003),`PostmodernConsumerGoalsMadeEasyｰinRatueshwar,S.,D.G.Mick,and
C.Huf(maned.,TheWhyofCovasumption:Cantempo>aryYerspectaoesonConsumesMotdves,Go｢!s,and
Deslyes,Routledge.
徳iii美津 恵(2003)「 ブ ラ ン ドの カ テ.ゴ.リ.「化 に.関.する7考 察.:...目的.レ..ベル が 個 別 ブ ラ ン ド 間 の 類 似 性 判
断 に 及 ぼ す 影 響 」 『消 費 者 行 動 研 究 』Vo【.9,No.1/2,pp,39-52。
llilviug,E.(1972),"EpisodicandSemanticMemory,"in"llilviug,E.andW.llonaldsoned.,Osg｢nizatiora
ofMemory,NewYork:AcademicPress.
上 田 隆 穂 ・森 治 憲(1995)「 包 装 消 費 財 に お け る 参 入 順 序 効 果 」 『マ ー ケ テ ィ ン グ ・サ イ エ ン ス 』Vol.4,
No.12,pp.37-43_
Urban,G.L.,T.Carter,S.Gaskin,andZ.Mucha(1956),"MarketShareRewardstoPioneeringBrands:An
EmpiricalAnalysisandSCrategicImplications,"ManagementScience,VoL32,No.6,pp.645-659.
Vanderwed,P.A.andJ.F.Mahon(1997),"Meta-AnalysisofthelmpactofResearchMethodsonFindings
ofFirst…MoverAdvantage,"M｢n｢gementScienceVo].11,pp.15ユ0-1519,
ViswanaLhaqM.and1'.L.Childers(Y999),"UnderstandingHowProductattributeslnfluenceProductCat-
egorizalion:DevelopmentandValidationofFuzzySet-BasedMeasuresofGradednessinProduct-
Categories,"ノDursealofM｢>ketexgResearch,Vol.36,PP.75一一39.
?
?
???
?
一42一
